
11月

診療時間 AM 9:00 〜 PM 1:00
PM 2:00 〜 PM 6:00

休 診 日 日曜・祭日・木曜午後

各宗・総合葬祭

㈱マルシン葬祭社
寝台車（霊柩）・ワゴン・マイクロバス

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
生
涯
を
描

い
た『
真
田
丸
』で
あ
る
。関
ヶ
原
の
戦
の
時
、
徳
川
秀
忠
が

三
万
の
軍
勢
を
率
い
て
上
田
城
を
攻
撃
し
た
際
、兄
・
信
之
は

東
軍
（
徳
川
方
）、信
繁
は
父
・
昌
幸
と
共
に
豊
臣
家
の
御
顧

に
報
い
る
た
め
西
軍
と
し
て
奮
戦
し
、
遂
に
秀
忠
が
西
上
す

る
の
を
阻
止
し
た
話
は
有
名
で
あ
る
。
慶
長
十
九
年（
一
六

一
四
）大
坂
冬
の
陣
に
お
い
て
は
、

大
坂
城
南
天
王
寺
口
外
堀
の
外
に

城
塁
を
築
き（
通
称
真
田
丸
）、徳

川
軍
を
悩
ま
せ
、
翌
年
の
夏
の
陣

で
は
本
陣
に
迫
っ
て
家
康
を
窮
地

に
追
い
込
む
も
最
期
は
壮
絶
な
死

を
遂
げ
た
と
い
う
。
信
繁
の
豪
傑

ら
し
い
武
勇
伝
は
尽
き
ず
、
そ
の

生
き
様
は
魅
力
的
で
あ
る
。

信
繁
の
父
・
昌
幸
は
武
田
勝
頼

に
仕
え
、
信
濃
上
田
を
本
拠
地
と

し
て
上
野
沼
田
に
ま
で
勢
力
を
拡

大
し
沼
田
城
を
得
て
、
天
正
十
一

年
（
一
五
八
三
）
に
は
上
田
城
を

築
城
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
、
信
繁
の
兄
・
信
之
は
上
田
藩

主
と
し
て
領
内
を
治
め
て
い
た
が
、元
和
八
年（
一
六
二
二
）、

突
然
、
隣
の
松
代
藩
に
転
封
を
命
ぜ
ら
れ
、
幕
末
ま
で
こ
の

地
を
真
田
家
が
治
め
る
こ
と
と
な
る
。

実
は
真
田
家
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
上
田
（
長
野
）・
沼
田

（
群
馬
）
は
、
い
ず
れ
も
上
山
藩
を
治
め
た
土
岐
家
と
藤
井

松
平
家
に
も
関
わ
り
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
田
は
真
田

家
移
封
後
、
仙
石
家
が
入
部
、宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）に
は

松
平
伊
賀
守
忠
周
が
入
部
し
、
以
後
幕
末
ま
で
松
平
家
が
治

め
た
。
こ
の
松
平
家
は
当
上
山
藩
・
藤
井
松
平
家
の
分
家
で
、

父
・
忠
晴
が
松
平
忠
国
の
弟
、
忠
周
は
甥
に
あ
た
る
。
写
真

の
資
料
は
松
平
信
通
時
代
の
親
族
に
つ
い
て
の
記
録
で
、
伯

父
、
伯
母
を
は
じ
め
と
し
た
歴
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。
沼
田

は
土
岐
家
が
上
山
藩
か
ら
駿
河
田
中
を
経
て
、
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
に
転
封
と
な
っ
た
地
で
、
頼
行
の
孫
頼
稔
の
代

よ
り
以
降
幕
末
ま
で
こ
の
地
を
治
め
て
い
る
。

何
故
、
真
田
家
が
突
然
松
代
藩
に
移
封
に
な
っ
た
の
か
は

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
名
統
制
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
真
田
家
と
上
山
藩
の
直
接
的
な
関
係
を
示
す
資
料
は

現
時
点
で
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
上
山
藩
と
上
田
藩
と
沼

田
藩
、
土
地
で
繋
が
る
不
思
議
な
縁
が
あ
る
よ
う
だ
。

公
益
財
団
法
人
上
山
城
郷
土
資
料
館

学
芸
員
　
大
場
浩
子

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより 錦秋・第78便

真
田
家
ゆ
か
り
の
地

〜
上
田
藩
・
沼
田
藩
〜

メモリアルホーム鶴脛

原田眼科医院

上山市十日町９－２
023-672-0008

木曜・土曜 12時まで ／ 休診日：日曜・祝日

上山市観光物産協会
023（672）0839
http://www.yukatade.com.

○第34回香の物祭
『沢庵禅師』供養祭・漬け込み式

日　時：11月22日（日）10時～
会　場：春雨庵

“たくあん漬け”の創案者
である沢庵禅師の遺徳を偲
ぶべく、その供養祭・漬け
込み式を開催します。

大根輪投げ大会や湯漬け
沢庵の試食、山形県産沢庵
漬の販売も行います。

【
常
設
展
示
室
よ
り
】
こ
の
資
料
は
２
階
第
３
展
示
室
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

「覚」森久保俊満氏寄贈


